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【生物多様性に関するサプライチェーン対応の検討の必要性】

自社のサプライチェーンでの事業活動が生物多様性へ多大な影響を与えている
可能性があり、対応への課題と方向性を検討していく

◼自社の工場や拠点はもとより、原材料調達等のサプライチェーンでの事業活動が生物多様性へ多大な影響を与えている可能性

があり、自社のサプライチェーンの適切な把握と、それに紐づく生物多様性への影響を把握することが必要である。

◼サプライチェーンでの生物多様性に関する影響を把握する際、他の非財務情報（特にGHG排出量、Scope3）のサプライチェー

ンでの把握と異なる点が存在する。例えば「ロケーション」に紐づき同じ業種業態でも地域によって大きく影響が異なる点と、自

然が企業活動に及ぼす影響だけでなく、企業活動が自然に及ぼす影響も考慮したマテリアリティ特定の必要性が生じる可能

性がある点である。

◼現状、上述したように把握する要素が複雑であることから、多くの企業は、自社のサプライチェーン内の生物多様性の影響を把

握できていない可能性が高い。

◼一方で、今後、サプライチェーンにおける生物多様性の影響についてはTNFD、ISSB、CDP等で開示が要求される可能性もあるこ

とから、本検討会で生物多様性に係るサプライチェーン対応の検討を行う。

出所：環境省（2020）生物多様性民間参画事例集（https://www.env.go.jp/nature/biodic/act promo/pamph/jireisyu.pdf）
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【生物多様性に関するサプライチェーン対応の論点】

本検討会では、生物多様性関連のサプライチェーン対応に関する以下の３つの論点
について、ご意見をいただきたい

◼サプライチェーン把握における課題の網羅的把握
➢ 生物多様性に関するサプライチェーン把握に当たっての主な課題としては、自社のサプライチェーン自体を

そもそも把握できていない、生物多様性の分野において把握すべき要素（指標）がわからない、適切な

影響・依存度の評価（算定）手法の見極めが難しい等が想定される。

➢ 上記含めた主要な課題について網羅的把握が必要であるが、他に要素はあるか。

◼サプライチェーン上の生物多様性関連データ把握のための手法・方法論の整理
➢ 企業事例ベースでは、複数の手法（例：生態系サービスへの依存度を外部データベースを用いて把握、

事業活動に関する水資源・廃棄物等の自社環境データを用いて影響把握、該当地域の生態系のモニ

タリングをして生物種数の推移を把握 等）を確認している。

➢ 一方で、確たる方法論は無いという認識であるが、参考となる手法・方法論を整理しておくことは有効で

あり、（有効）優良事例は何か。

◼他の非財務情報と連携したより効率的なサプライチェーン情報の把握手法の検討
➢ GHGにおけるscope3排出量把握や人権等の分野でも、同様にサプライチェーンにおける非財務情報の

把握が要求されている。

➢ GHGにおけるscope3排出量、人権、生物多様性等の非財務情報を横断的に把握する方法論があれ

ば、より効率的にかつ効果的に、社会課題の解決が図れる可能性がある。

➢ （次回以降も含めて）どのような形で、生物多様性の情報を収集するのが可能なのか、また将来的に

はどのような形での収集が、理想的なのか（把握の重要度や、企業の負荷も含めて）。
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【生物多様性に関するサプライチェーン対応の課題】

生物多様性に関するサプライチェーン把握の主な課題としては、
以下が挙げられる

1. 自社のサプライチェーンを把握できていない
➢ 業種によってはサプライチェーンが長くかつ複雑なため、自社サプライチェーン（最上流である原材料の生産

地等）の把握ができていない企業が存在する。特に、国外からの輸入品に関しては、他社（商社等）

に任せている場合がある。

➢ なお、本課題は「サプライチェーンにおける非財務情報の把握」に共通のものである。

2. 生物多様性の分野において把握すべき要素（指標）がわからない
➢ 把握すべき要素（指標）は一部、ISSB等にて提示されているものの、確立していない。

➢ なお、ロケーションによって生態系は異なり、世界共通でのベースラインの設定は難しく、インパクトの算定

もまた難しい。

3. 適切な影響・依存度の評価（算定）手法の見極めが難しい
➢ 取り扱う自然資本の種類・該当地域・業種によって、生物多様性に関する影響・依存度の評価

（算定）手法は異なる。

➢ 既に、生物多様性に関する影響・依存度の評価（算定）用ツールは複数存在する（CBF、Encore

等）ものの、自社の事業活動にとって適切な方法論やツールが何かを見極めることは難しい。

➢ （精緻にやるのであれば）生物多様性に関する対策を講じた際に、生物種数の増減に関してはトレード

オフ・トレードオンの関係性が想定され、評価が難しい可能性がある。

他非財務情報と

連携した把握手法
SC把握の課題

SC生物多様性データ
把握の方法論
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出所：企業会計基準委員会、財務会計基準気候（2022年6月参照）S2基準案付録B「産業別開示要求」（https://www.asb.or.jp/jp/ifrs/exposure draft ssbj/2022-2-b.html）

他非財務情報と

連携した把握手法
SC把握の課題

【参考：ISSBによる産業別開示要求（案） 食料・飲料（1/2）】

ISSBによる産業別開示要求（案）では、生物多様性に関連の高い開示要件が整備さ
れている。参考として、食料・飲料セクターの生物多様性関連項目は以下の通り

セクター トピック 指標 カテゴリ 測定単位

農産物

水管理

(1)総取水量、(2)総消費水量、及びそれらのベースライン水ストレスが「高い」又は「極めて高い」地域の割合 定量
千立方メートル(m³)、

パーセンテージ(%)

水管理リスクの記述並びに当該リスクを軽減するための戦略及び実務の説明 説明及び分析 ー

水量又は水質（又はこの両方）の許可、基準及び規制に関連す

る違反事案（incidents of  non-compliance）件数
定量 数

原材料調達

主要作物の特定及び気候変動によってもたらされるリスク及び機会の記述 説明及び分析 ー

ベースライン水ストレスが「高い」又は「極めて高い」地域から調達した農産物の割合 定量
コストのパーセンテージ

(%)

酒類

水管理

(1)総取水量、(2)総消費水量、及びそれらのベースライン水ストレスが「高い」又は「極めて高い」地域の割合 定量
千立方メートル(m³)、

パーセンテージ(%)

水管理リスクの記述並びに当該リスクを軽減するための戦略及び実務の説明 説明及び分析 ー

原材料のサプライチェーンが環境

及び社会に与える影響

サプライヤーの社会及び環境責任監査(1)不適合率並びに(2)(a)主要な不適合及び(b)軽微な不適合の関連する

是正措置率
定量 比率

原材料調達

ベースライン水ストレスが「高い」又は「極めて高い」地域から調達した飲料原材料の割合 定量
コストのパーセンテージ

(%)

優先飲料原材料の一覧、並びに、環境及び社会配慮による調達リスクの記述 説明及び分析 ー

食品小売

及び流通

エネルギー管理 (1)オペレーションによるエネルギー総消費量、(2)電力系統からの電力の割合、(3)再生可能エネルギーの割合 定量
ギガジュール(GJ)、パーセ

ンテージ(%)

サプライチェーンにおける環境及び

社会影響の管理

環境又は社会サステナビリティ基準の第三者認証を受けた製品から生じた売上高 定量 報告通貨

(1)ケージのない環境に由来する卵、及び(2)妊娠ストールを使用せずに生産した豚肉から生じた売上高の割合 定量
収益のパー センテージ

(%)

動物福祉を含む、サプライ・チェーンにおける環境及び社会リスクを管理する戦略の説明 説明及び分析 ー

包装の環境負荷を低減する戦略の説明 説明及び分析 ー

食肉、家禽

及び乳製品

水管理

(1)総取水量、(2)総消費水量、及びそれらのベースライン水ストレスが「高い」又は「極めて高い」地域の割合 定量
千立方メートル(m³)、

パーセンテージ(%)

水管理リスクの記述並びに当該リスクを軽減するための戦略及び実務の説明 説明及び分析 ー

水質の許可、基準及び規制に関連する違反事案（incidents of non-compliance）件数 定量 数

土地利用及び生態系への影響 動物の排泄物及び堆肥の発生量、養分管理計画により管理した割 定量
メートルトン(t) 、 パーセ

ン テージ (%)

SC生物多様性データ
把握の方法論
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出所：企業会計基準委員会、財務会計基準気候（2022年6月参照）S2基準案付録B「産業別開示要求」（https://www.asb.or.jp/jp/ifrs/exposure draft ssbj/2022-2-b.html）

他非財務情報と

連携した把握手法
SC把握の課題

【参考：ISSBによる産業別開示要求（案） 食料・飲料（2/2）】

ISSBによる産業別開示要求（案）では、生物多様性に関連の高い開示要件が整備さ
れている。参考として、食料・飲料セクターの生物多様性関連項目は以下の通り

セクター トピック 指標 カテゴリ 測定単位

食肉、家禽

及び乳製品
動物及び飼料の調達

Natural Resources Conservation Service (NRCS) の保全計画規準により管理している牧草地及び放牧地の

割合
定量

ヘクター ルのパーセン

テー ジ (%)

ベースライン水ストレスが 「高い」又は「極めて高い」 地域から調達した動物飼料の割合 定量
重量のパーセンテ ージ

(%)

ベースライン水ストレスが 「高い」地域又は「極めて高い」地域にいる生産者との契約の割合 定量
契約のパーセンテ ージ

(%)

気候変動によって飼料調達及び家畜供給にもたらされる機会及びリスクを管理する戦略についての説明 説明及び分析 ー

清涼飲料

水管理

(1)総取水量、(2)総消費水量、及びそれらのベースライン水ストレスが「高い」又は「極めて高い」地域の割合 定量
千立方メートル(m³)、

パーセンテージ(%)

水管理リスクの記述並びに当該リスクを軽減するための戦略及び実務の説明 説明及び分析 ー

原材料のサプライチェーンが環境

及び社会 に与える影響

サプライヤーの社会及び環境責任監査(1)不適合率並びに(2)(a) 主要な不適合及び(b)軽微な不適合の関連す

る是正措置率
定量 比率

原材料調達

ベースライン水ストレスが「高い」又は「極めて高い」地域から調達した飲料原材料の割合 定量
コストのパーセンテージ

(%)

優先飲料原材料の一覧、並びに、環境及び社会配慮による調達リスクの記述 説明及び分析 ー

加工食品

水管理

(1)総取水量、(2)総消費水量、及びそれらのベースライン水ストレスが「高い」又は「極めて高い」地域の割合 定量
千立方メートル(m³)、

パーセンテージ(%)

水管理リスクの記述並びに当該リスクを軽減するための戦略及び実務の説明 説明及び分析 ー

水質の許可、基準及び規制に関連する違反事案（incidents of non-compliance）件数 定量 数

原材料のサプライ・チェーンが環境

及び社会に与える影響

環境又は社会サステナビリティ基準（又はこの両方）の第三者認証を受けた食品原材料の割合（基準ごとに） 定量
コストのパーセンテージ

(%)

サプライヤーの社会及び環境責任監査(1)不適合率並びに(2)(a)主要な不適合及び(b)軽微な不適合の関連する

是正措置率
定量 比率

原材料調達

ベースライン水ストレスが「高い」又は「極めて高い」地域から調達した食品原材料の割合 定量
コストのパーセンテージ

(%)

優先飲料原材料の一覧、並びに、環境及び社会配慮による調達リスクの記述 説明及び分析 ー

飲食店

水管理 (1)総取水量、(2)総消費水量、及びそれらのベースライン水ストレスが「高い」又は「極めて高い」地域の割合 定量
千立方メートル(m³)、

パーセンテージ(%)

サプライチェーンにおける環境及び

社会影響の管理

購入した食品のうち、(1)環境及び社会調達基準を満たしたもの の割合、並びに(2)環境又は社会サステナビリティ

基準（又はこの両方）の第三者認証を受けたものの割合
定量

コストのパーセンテージ

(%)

(1)ケージのない環境に由来する卵、及び(2)妊娠ストールを使用せずに生産した豚肉の割合 定量
収益のパーセンテージ

(%)

動物福祉を含む、サプライ・チェーンにおける環境及び社会リスクを管理する戦略の説明 説明及び分析 ー

SC生物多様性データ
把握の方法論
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ケリング・グループのEP&L分析結果（2021年）

出所：Kering（2022年6月参照）EP&L

（https://www.kering.com/jp/sustainability/measuring-our-impact/our-ep-l/what-is-an-ep-l/）

他非財務情報と

連携した把握手法
SC把握の課題

【生物多様性に関するサプライチェーン把握の方法論（2/3）】

ケリング社は、サプライチェーン全体のCO2、水使用量、大気汚染、水質汚染、土地
利用、廃棄物量を測定し、生態系へのインパクトを貨幣価値に換算している

◼取り扱う自然資本の種類・該当地域・業種によって、生物多様性に関する影響・依存度の評価（算定）

手法は異なる。

◼企業事例ベースでは、複数の手法があるなか、ケリング社は、事業活動に関する水資源・廃棄物等の

既存環境データを用いて影響把握を行っている。

SC生物多様性データ
把握の方法論
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事業概要

◼ 標準化、情報およびデータへのアクセスを通じて、自動車

業界の競争力の強化、業界固有の協力関係による効

率の向上、プロセスの加速を目的に21年5月に非営利

団体を設立

◼ 欧州の自動車業界における部品ロジスティクス分野のプ

ロセスなどの既存の構造をネットワークに統合及び最適

化を行う

◼ 自動車のデジタルツインを構築し、これに基づいて革新的

なビジネスプロセスとサービスを開発を実現

◼ パイロットプロジェクトの第1フェーズでは、共同で定義した5

つの適用分野（品質管理、ロジスティクス、保守、サプラ

イチェーン管理、持続可能性）に焦点を当て、ネットワー

ク化されたデータインフラストラクチャーを整備

◼ サプライチェーンにおける効率向上、品質プロセスおよびロ

ジスティクスプロセスの効率改善、持続可能なCO2排出

量削減に関する透明性の向上、マスターデータ管理を簡

素化に向けた取組を実施

参加企業
20社以上

（BMW社、シーメンス社、ボッシュ社、SAP社等）

プログラム名 Catena-X

主体 Catena-X Automotive Network（非営利団体）

パイロットプロジェクト実施項目

トピック 実施概要

ハードウェア及びソフトウェア部品のトレーサ

ビリティ

ドイツの関連法案への対応

(Lieferkettengesetz※1)

サステナビリティ評価
CO2フットプリントの証明、社会

基準への適合

サーキュラーエコノミー CO2フットプリント最小化

品質管理
リアルタイム＆コラボレーティブ品

質管理

需要及びキャパシティー管理 供給安定性

ビジネスパートナーデータベース マスターデータ構築

データ・モデル駆動型製品開発及び運用

サポート
デジタルツイン構築

モジュール式製造

シェアリング型サービス構築Manufacturing as a Service

リアルタイム制御及びシミュレーション

※1：2023年1月1日に施行の見込みのサプライチェーンにおける企業の人権デューデリジェンスに関する法律

出所： Catena-X Automotive Network HP（2022年6月参照）（https://catena-x.net/de/）、日本貿易振興機構（JETRO）HP （2021年参照）（https://www.jetro.go.jp/）
13

他非財務情報と

連携した把握手法
SC把握の課題

【参考：Catena-Xの事業概要】

標準化及びデータの共有プラットフォームの構築を通してサプライチェーンの可視化
を推進し、ドイツの自動車産業の競争力強化を促進

SC生物多様性データ
把握の方法論














